
呉工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 公共Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 一般 / 選択必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気情報工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 『公共』東京書籍、『家庭基礎』東京書籍
担当教員 藤本 義彦
到達目標
１．私たちが生きる社会の現状と直面する課題について、広い視野に立って理解し、説明することができる
２．現代社会の基本的な問題について、主体的に考え公正に判断したり、生き方について考えることができる
３．社会の発展に貢献したり、平和で民主的な社会生活の実現や推進に向けて参加・協力しようとすることができる
４．現代社会と人間に関わる事柄に関する諸資料を様々なメディアを通して収集し、有用な情報を適切に選択して、活用することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
私たちが生きる社会の現状と直面
する課題について、広い視野に立
って深く理解し、説明することが
できる

私たちが生きる社会の現状と直面
する課題について、広い視野に立
って理解し、説明することができ
る

私たちが生きる社会の現状と直面
する課題について、広い視野に立
って理解し、説明することができ
ない

評価項目2
現代社会の基本的な問題について
、主体的に考え公正に判断したり
、生き方について深く考えること
ができる

現代社会の基本的な問題について
、主体的に考え公正に判断したり
、生き方について考えることがで
きる

現代社会の基本的な問題について
考えたり、公正に判断したり、生
き方について考えたりすることが
でない

評価項目3

自らの個性を発揮し、社会の発展
に貢献したり、平和で民主的な社
会生活の実現や推進に向けて主体
的に参加・協力しようとすること
ができる

社会の発展に貢献したり、平和で
民主的な社会生活の実現や推進に
向けて参加・協力しようとするこ
とができる

平和で民主的な社会生活の実現や
推進に向けて参加・協力しようと
することができない

評価項目4

現代社会と人間に関わる事柄に関
する諸資料を様々なメディアを通
して収集し、有用な情報を適切に
選択して、効果的に活用すること
ができる

現代社会と人間に関わる事柄に関
する諸資料を様々なメディアを通
して収集し、有用な情報を適切に
選択して、活用することができる

現代社会と人間に関わる事柄に関
する諸資料を収集し、有用な情報
を適切に選択することができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 本科の学習・教育目標 (HA)
教育方法等

概要
現代社会が抱える様々な問題と我々の生活との関わりを理解することは、社会で活躍する人材にとって基礎的な能力と
言える。また、その問題に対し自らがどのように関わるのか、解決のためにはどのような能力を身に着ける必要がある
のかを考察することを通じ、当事者意識を持ち社会問題の解決に取り組むことのできる人材の育成を目指す。

授業の進め方・方法
講義を中心とするが、ニュースや新聞などを用いた時事問題の分析と討論もおこなう。また、身近なSNSやスマホの利
用の際に気を付けるべきことを学び身に付けることを目的とし、K-SEC教育パッケージ「材料分野3：SNSなど外部へ
の情報公開について」を使った授業も実施する。

注意点
高専で学んだ知識を活かす社会人となるためには、高度な専門知識だけではなく、現代社会がどのように成り立ち、ど
のような問題が生じているのかを幅広く知ることが必要不可欠である。自分が学んだ知識や技術を、今後の社会でどの
ように活用していくべきなのか、自分が活躍するためには今後どのような能力を身に着けるべきなのか自発的に考えて
もらいたい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 イントロダクション：「公共」をなぜ学ぶのか？ 公共を学ぶ意味を理解し説明することができる

2週 SDGｓと私たち
SDGｓとは何か、どんな課題に対し国際社会がどのよ
うに対応しようとしているのか理解し、説明すること
ができる

3週 環境問題と私たちの生活 環境問題にはどんなものがあるか、またそれらと私た
ちの繋がりについて理解し、説明することができる

4週 気候変動と政治 気候変動問題とは何か、またその政治との繋がりにつ
いて理解し、説明することができる

5週 自己形成と社会参画 自己形成と社会参画について、理解し説明することが
できる

6週 哲学と宗教 哲学と宗教の成り立ちや、グローバル化の意味につい
て理解し、説明することができる

7週 中間試験
8週 答案返却・解答説明

2ndQ

9週 民主主義と協働
民主主義がどのように成立したのか、また協働とは何
か、現状・課題について理解し、説明することができ
る

10週 人権保障と私たちの暮らし 人権保障の意義と展開について理解し、説明すること
ができる

11週 民主政治と私たちの暮らし 政治とは何かを理解し、私たちの生活とのつながりに
ついて説明することができる

12週 民主政治と政治参加１ 政治や地方自治、国会の仕組みについて理解し、説明
することができる



13週 民主政治と政治参加２ 政治参加と選挙の意義について理解し、説明すること
ができる

14週 法や規範の意義と役割 法律や規範は私たちの生活にどのようにかかわってい
るのか深く理解し、説明することができる

15週 期末試験
16週 答案返却・解答説明

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会

地理歴史的
分野

民族、宗教、生活文化の多様性を理解し、異なる文化・社会が共
存することの重要性について考察できる。 3 前6

公民的分野

人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

3 前5

自己が主体的に参画していく社会について、基本的人権や民主主
義などの基本原理を理解し、基礎的な政治・法・経済のしくみを
説明できる。

3
前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3
前1,前2,前
3,前7,前
8,前15,前
16

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 10 0 0 20 0 100
基礎的能力 70 10 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


